
（別紙３）

～ 2026年　2月　14日

（対象者数）２２名 （回答者数）
１８名

～ 2026年1月　30日

（対象者数）7名 （回答者数）
7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

感覚統合運動　SST療育について個人個人が学び、培ったこ

とを共有していく事で更に療育の質が向上していける様にし

ていく。

2

職員がいろいろなものの見方、捉え方考え方をもち、いろい

ろなケースを自分なりに経験したり分析したりできる様に、

多くの経験をする機会を設け、周りの職員も、バックアップ

したり、援助する等しながら、一人ひとりの分析力がアップ

し、いろいろな目で見る事で、浮き彫り化していける様にし

ていく。

3

他の事業所の教材の情報を共有しながら、自分たちの視点だ

けではなく、ほかの事業所（グループ内）の教材を見せてい

ただき参考にしたり、さらに視野が広がる様にしていく事。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・来年度は、保護者が参加できるイベントを研修会だけでは

なく、交流を中心としたプログラムを企画検討している。今

後話し合いを進め、具現化していきたい。

2

・放課後等デイサービス自己評価表に上がられていることも

あり、自立支援協議会放課後等デイサービス部門に議題とし

て取り上げ、方向性を見出し、実践していける様にしていき

たい.

3

・職員の経験年数専門性、理解を基にグループ分けし、それ

に応じた学びを用意し、その学びを通し理解力を上げ、さら

に協議する時を設けスキルアップし、療育現場で具現化でき

る様に専門性を高める時を構築する。

・放課後児童クラブ児童館との交流や地域の他の子ど

もと活動する機会はあるかでは、検討事項として挙げ

られるがなかなか進展しない状況が見られていた。

・地域の子ども食堂への参加などは行ってきた地域と

のかかわりはもってきたが、放課後児童クラブとの情

報の共有などは行ってきたが、交流となると、行政や

放課後児童クラブとの交渉など、難しいい事があり実

践までは至らなかった。

・職員のスキルアップについて、障がいの理解、療育

について、SST　感覚統合療法　グループワークなど

について、学ぶ機会を設け、事業所で作成した小冊子

を用いた研修、外部講師を招いての研修を行ってき

た。職務及び経験年数、意欲などにより個人差が見ら

れ、組織全体としての知識の底上げさらなるスキル

アップすることが望まれる。

・同じ教材を用い、障がいについて、療育について研

修を行ってきたが、職員ぞれぞれに差が見られ、どこ

をどのように優先的に学ぶのか具現化が難しくなって

きているのが現状で、現状を分析しいくつかのグルー

プ分けを行い、時間を確保し行っていく事が、課題と

して挙げられる。

子ども達の特性をしり、適切な放課後等デイサービス

計画の作成や、日々の療育プログラム作成をしていく

上で、日々のケース記録、療育日誌を欠かさず記入す

る、。保護者からの情報（医療的なデータも含む）等

のインフォーマルなアセスメント、スクリーニング検

査等のフォーマルなアセスメントを適切に用いおこ

なっている事。

子ども達の日々の療育の中で起きている事や気にかか

る事など、記録やデータアセスメントなどから読み取

り、行動だけではなく、要因や原因、その時の周りの

様子（環境） 支援の仕方、今後の支援の在り方など

を分析し、予想を立て、実践し、振り返りをしてい

る。

教材の作成、個別支援計画の中の支援を実施していく

ために必要な教材を、職員間で話し合い、各自がアン

テナを広げ、自分なりに考えたり、WEB,書籍、いろ

いろな店舗などから探り、試行錯誤しながら見本を

作ったり提示し必要な教材作りに努め協議し用いてい

る。

一つの支援に対して、いろいろ考えどんな教材が良い

のか、適切なのか協議作成し、過去の教材を用いたり

見直し又はリニューアルしながら用い、用いる意義に

ついても確認し、用いた結果も話し合い質の向上を

行っている。

・新型コロナウイルス感染症の蔓延した年から、保護

者を対象として交わりのイベントを見合わせてきた。

外部講師を呼び研修会を行い、その後時間を設けてき

たが、保護者としては、物足りないという思いも見受

けられる

・新型コロナウイルス感染症の蔓延の前は、秋に芋煮

会を行い、保護者同士、いぶき職員と保護者の交流の

時をもってきた。新型コロナウイルスが５類に移行と

なり検討してきたが、不安などもあり思うように進ま

なかった。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

○事業所名 放課後等デイサービスいぶき

○保護者評価実施期間
2026年　1月　19日

○保護者評価有効回答数

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

放課後等デイサービス5療育を基に、いぶきの療育で

ある、感覚統合運動（健康・生活、運動・感覚）グ

ループワーク（言語・コミュニケーション、人間関

係・社会性）SST（人間関係・社会性）学習支援（認

知・行動）基本的生活習慣（健康・生活）療育の基本

の柱として立ち上げ療育をしていること。

日々の活動内容の計画、および各療育についての

目標を、５領域およびいぶきの療育方針に照らし

合わせ起案し、職員で協議する事でいろいろな角

度や見方で考え立案し実行している。療育のしっ

かりとした基本的な柱がある事で、より良い療育

がおこなえている。

○従業者評価実施期間
2026年　1月　19日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年2月27日

事業所における自己評価総括表公表


